
次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）右の図のような画びょうがあります。
この画びょうを投げるとき，上向きに
なる確率を求める実験をしました。
下の表は，この画びょうを投げたときの上向きの回数を記録し，

投げた回数に対する上向きの回数の割合をまとめたものです。

投げた回数 上向きの回数 投げた回数に対する
上向きの回数の割合

１０ ８ ０．８０
５０ ３６ ０．７２
１００ ５６ ０．５６
５００ ３２０ ０．６４
１０００ ６１０ ０．６１
１５００ ８８５ ０．５９
２０００ １２００ ０．６０

この実験結果を表した下の折れ線グラフから，画びょうが上向き
になる確率がどのくらいであるかがいえます。
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この画びょうが上向きになる確率が，下のアからエまでの中にあ
ります。正しいものを１つ選びなさい。

ア　およそ１．０　　　　イ　およそ０．８

ウ　およそ０．６　　　　エ　およそ０．５

14

上向き 下向き
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（２）下の樹形図は，３枚の硬貨Ａ，Ｂ，Ｃを同時に投げるときの表と
裏の出方について，表を ，裏を として，すべての場合を表した
ものです。

硬貨Ａ 硬貨Ｂ 硬貨Ｃ

このとき，表が２枚，裏が１枚出る確率を求めなさい。ただし，
硬貨の表と裏の出方は，同様に確からしいものとします。
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